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編'集 後 記

今回の話題は超伝導と音波の話であり:ます。いずれも自然界の不思議な性質を明らかにする

基礎研究であり,高 度な技術的な話題で,皆 様に満足していただける格調高い話であると思い

ます。

ところで,こ の編集会議のすぐ後,東 京サミット会議が開かれるとの事で随分生臭い話 も耳

に入って来ます。聞 く所にょります と,こ の会議の主要テーマは石油問題であるとの事です。

我 々の生命を養い文化を支えて来たエネルギー源の重要さを考えると,我 々も何等かの意味で

新しいエネルギー源開発に参加する必要があるのではないでしようか。上記の香り高い研究も

充分なエネルギー供給のバックグラウン ドの中で行われた成果であり,こ れか らの研究の発展

もその充分な供給なくしてはあり得ないのではないでしようか。"ゲ ルマン民族はまずゲルマ

ソ民族を助ける}}という噂 も耳にします。 日本人の手で何 とか新 しいエネルギー・源確保の方法

を見つけ出してほしいものです。阪大の厚い研究者層の中には既に積極的に研究を行って澄 ら

れる先生 もお られると聞いて澄りますが,私 なども,良 い機会を見つけて新エネルギー源開発

に参加したいと思うこの頃です。

(堀 秀 信)

*****************************************************

低 温 セ ンター豊 中地 区 に新 た に,助 手 の ボ ス トが付 きま した。 そ して吉 田立 氏 が,

この6月 より着 任 さ れて論 りま す。 これ か らま す ます,低 温 関 係 の サ ー ビス,研 究 が

充実 して い く もの と思わ れ ま す。

又,豊 中地 区の 電話 番号 の大 移動 が あ りま した ので,こ の機 会 に前 記 の よ うに低 温

セ ンター運 営委 員,低 温 セ ンターだ よ りの編 集委 員 全 員 の 氏名,電 話 番 号 を載 せ て診

きま したの で参 考 に して いた だ きたい と存 じま す。
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